
第１回
上小山田地区

資源ごみ処理施設連絡会

２０１５年１０月３１日（土）
環境資源部 循環型施設整備課
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⑤今後のスケジュールについて

本日の議題



①地区連絡会について

②これまでに頂いているご意見・ご要望に

ついて

③循環型施設整備事業について

④寒川リサイクルセンター紹介ＤＶＤ視聴

⑤今後のスケジュールについて

地区連絡会の検討体制について
①概要

施設整備に当たり、市民と協働して、安全かつ

安心な施設の整備及び管理運営を検討をするため
「上小山田地区資源ごみ処理施設連絡会」を
設置します。

②委員構成
「上小山田地区資源ごみ処理施設連絡会」は、地

域の住民代表５名で構成されます。

③検討内容
・ ごみ資源化施設に関すること。
（施設の配置計画・付帯機能・運営等）



意見・協議の流れ

　町内会・自治会、任意団体等から施設整備・周辺まちづくりに関して意見を伺う機会を設ける。
意見募集はテーマ・期間を設定し募集する。
テーマ・スケジュールについては計画の進捗等にあわせ調整する。
意見についての個別回答は行わず、要望一覧をＨＰ等で公開する。

　
　３つの地区連絡会での議論の内容や意見について広
域的な課題に対して意見を出す場とする。
市の方針検討・決定の参考意見とする。

出された意見に対する方針検討・事業化の検討
をし、各事業に対する関係部署との調整を行う。

　　施設整備、施設運営などに対する意見や地域要望等について「自由な議論の場」とする。
　各町内会の代表としての意見を出し合い、地区としての方向性を協議し、①個別にどのような要望が出
されているかを把握し、②地区としての共通課題を確認する。
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1982年～ 町田リサイクル文化センター（現在規模 ４７６トン/日）

2006年10月
～2007年11月「ごみゼロ市民会議」

2009年6月～ 「町田市廃棄物減量等推進審議会」

2011年4月 「町田市一般廃棄物資源化基本計画」策定

2011年5月
～2013年2月 「町田市資源循環型施設整備基本計画検討委員会」

2012年11月 検討委員会より検討結果の報告

2013年2月 建設地の選定結果を記者発表

2013年10月～「町田リサイクル文化センター周辺地区連絡会」で検討中

これまでの経過について

「処理」から「資源化」へ
2020年度までにごみとして処理する量を40％削減

130人以上の市民が、280回以上の会合。
ごみの減量化・資源化について提言。



建設候補地の選定経過
第一次選定

（2012年1月終了）

・法的制約条件
・土地利用計画

施設の建設が出来な
い地域を候補地から
除外する。

第二次選定
（2012年7月終了）

・建設面積
・収集・運搬効率
・地形等の要件

必要な条件を検討し、
建設地として不適と

考えられる候補地を
除外した。

第三次選定
（2012年11月終了）

・機能／維持管理
・経済性
・余熱利用
・分散化 など

評価項目を設定し、各
配点を検討し、候補地
を評価、選定した。

候補地 217箇所

結果 17箇所

熱回収施設等
・・・3箇所

資源ごみ処理施設
・・・5箇所

候補地については次スライド

第三次 候補地選定

旧ごみ処理場（竜谷）

リレーセンターみなみ
（ごみ中継基地）
※容器包装プラスチック
の資源化設備を追加整備

相原エリア

上小山田北部エリア

町田リサイクル文化センター

上小山田西部エリア

小野路・下小山田エリア

都立小山田緑地東口
駐車場東側エリア

（現在）ビン・カン選別施設

（１）客観的な視点と「３つのステップ」で絞込み

熱回収施設等（ ）と資源ごみ処理施設（ ）
の８ヶ所の候補地を選定
リレーセンターみなみ（ ）には容器包装プラ

スチックの資源化設備を追加整備

（２）それぞれの施設の組み合わせパターンを評価



建設地の選定結果

資源ごみ処理施設①
相原エリア

資源ごみ処理施設②
上小山田エリア 熱回収施設等

町田リサイクル文化センター

容器包装プラスチック資源化設備③
リレーセンターみなみ

熱回収施設等は、
土地所有・アクセス・余熱利用の視点で選定しました。

資源ごみ処理施設は、
土地所有・アクセス・分散化の視点で選定しました。

作成中

JR立坑計画地

資源ごみ処理施設
計画地

資源ごみ処理施設の位置
至 多摩市

至 八王子

小山田バス
折り返し所

忠生579号線

源流の泉

※道路線形は協議中
小山田バス折り返し所
東側 検討中



ゆくのき学園

資源ごみ処理施設（相原）

町田街道 至 町田→
家政学園入口

大戸郵便局

資源ごみ処理施設（リレーセンターみなみ）

町谷原

南つくし野小学校

南第一小学校

リレーセンター
みなみ



施設について

●資源ごみ処理施設
施設整備費 約58億円（３箇所合計）

所要面積 約20,000㎡
（１箇所当たり・「リレーセンターみなみ」は除く）

★施設の概要（３箇所合計）

①プラスチック圧縮梱包施設 26.4t/日
[リレーセンターみなみ分を含む] ⑤トレイ・紙パック貯留場所

②カン選別処理施設 6.4t/日 ⑥有害ごみ(乾電池･蛍光灯等)貯留場所

③ビン選別処理施設 18.8t/日 ⑦製品プラスチック貯留場所

④ペットボトル圧縮梱包施設 5.8t/日 ⑧使用済小型電子機器等貯留場所

施設について

※既存施設である「リレーセンターみなみ」は、プラスチック圧縮梱包施設
（5t/日）を追加します。

燃やしたり、熱を加えることはありません。
薬品を混ぜるなどの、化学的処理もありません。



• 資源ごみ処理施設は、これまで屋外・半開放状態
で、受入れ・選別作業等を行ってきたが、新たな施
設は全てを屋内に設置し、周辺環境に配慮した構
造とする。

①ビン、カン選別場所からの騒音・振動抑制

②ビン、カン等貯留場所からの臭気防止

③容器包装プラスチックの圧縮・減容によるＶＯＣ※の除去

環境負荷の低減

寒川広域リサイクルセンター（神奈川県寒川町）平成24年4月稼働

資源ごみ処理施設の貯留スペース

容器包装
プラスチック

ビン・カン



資源ごみの概要 ～建設ＮＥＷＳ Ｖｏｌ.７～

資源ごみ処理施設のフロー
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（１）地区連絡会スケジュール（予定）

10月 11月 12月 1月 2月 3月

第1回
10/31（土）

第2回
2月中旬以降

2015年 2016年

施設見学会等

11月～翌年1月

（２）事業スケジュール（予定）

※現時点での想定であり、今後の進捗により変更になる可能性があります。

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

上小山田地区
資源ごみ処理施設
地区連絡会

資源循環型施設
整備事業計画
（基本設計）

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律に基づく
生活環境影響調査

地質調査

事業者選定及び
事業者決定

許認可申請
手続き等

実施設計

資源ごみ処理施設
の建設

稼動
開始


